ディ ォニ シァス は、 もとはず つと 下級の 役に 使われ 

もちまえ 

ていた 人です が、 その 持 前の 才能 一 つで、 とうとう 議 

政官の 位地まで 上った のでした。 この 人のお かげで シ 

ラキュ ー スは 急に どんどん お金 持に なり、 島中の ほか 

の 殖民 地に 比べて、 一ばん 勢力の ある 町に なりました。 

それらの 殖民 地の 中には、 アフリカの 力 ー セイジ 人 

が 建てた 町 も いくつか ありました。 シ ラキュ ー スはそ 

の 力— セイジ 人た ちと、 いつも ひどい 仲た がい をして 

いました。 ディ ォニシ ァスは 1 にシ ラキュ ー ス人を 率 

いて、 それらの アフリカ 人と 大戦 をし ました。 そして 

ま 力 

手 ひどく 打ち 負して しまいました。 



ていました。 ですから、 しじゅう、 ちょっと も 油断 を 

しません でした。 いつ だれが、 どんな 手 だて をめ ぐら 

して、 自分 を 殺す かも 分らない のです。 ディ ォニ シァ 

スは そのために、 最後に はもう どんな 人 をで も 疑わな 

いで はおかない ようになりました。 

彼 は 牢屋の 後に ある、 大きな 岩の 中 を、 人に 分らな 

いように、 そっと 下から 掘り 開けて、 その 中へ 秘密の 

部屋 を こしらえました。 そして そこへ、 牢屋から 罪人 

の 話し声が つたわって 来る ような 仕 かけ を させて、 い 

j.6 、_ 

つも そこへ 這 入って じい つと 罪人た ちの 言つ てること 

を 立ち聞きして いました。 



それから、 自分の 寝室へ は、 だれも 近づいて 来られ 

ないように、 ぐるりへ 大きな 溝 を 掘りめ ぐらし、 それ 

っリ ばし おろ 

へ 吊橋 を かけて、 それ を 自分の 手で 上げたり 下したり 

して その 部屋へ 出這入り しました。 

或と き 彼 は、 自分の 顔 を 剃る 理髪 人が、 

のど かみ そ 

「おれ は あの 暴君の 喉へ 毎朝 髪 剃り を あてる の だぞご 

と 言って、 人に 威張った という 話 をき き、 すっかり 気 

味 を わるく して その 理髪 人 を 死刑に してし まいました _ 

そして、 それから という もの は、 もう 理髪 人 を かかえ 

ないで、 自分の 娘た ちに 顔 を 剃らせました。 しかし 後 

かみそり 

に は、 自分の 子が 髪 剃 を 持って あたる のさえ も 不安心 



からそう 思えと 言い わたしました。 

間もなく その 時間が 迫って 来ました。 デイモン は容 

赦 なく 死刑場に 引き出されました。 獄卒 は 死刑の 道具 

を そろえて 待って いました。 デイモン は、 もう 二、 三 

分 間 もた てば 冷たい 死骸に なって しまう のです。 しか 

まぎわ 

し 彼 は、 その 間際にな つても、 ピシ ァスは 決してう そ 

をつ いたので はない、 ただ、 やむをえない 事情で おく 

れ たの だと 信じて いました。 

すると、 そこへ、 ピシ ァスが ひょいと かえって きま 

した。 ピシ ァスは デイモンの 手 を 取って、 ああ、 丁度 

間に 4ロ つてよ かった と 喜びました。 そして、 にこに こ 
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